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出典：総務省「国勢調査」、「国立社会保障・人口問題研究所「『日本の都道府県別将来推計人口』（平成１９年５月推計）」

福井の年齢別人口構成比

年少人口は、2020年には9万1千人と2005年に比べ3万人（24.8%）減少。
65歳以上の老年人口は、2020年には23万3千人と4万7千人（25.3%）増加。約3人に1人が高齢者
となる。さらに、生産年齢人口は、7万6千人（14.6%）減少。



3

64,575

59,583

53,982

59,61867,08668,251

47,626

39,678

33,281
27,645

54,104

22.3%

20.2%

28.8%
30.6%

26.2%

23.1%

20.9%
19.3%17.0%

14.9%
13.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年

（世帯）

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%
（％）

三世代世帯数
単独世帯数
三世代世帯比率
単独世帯比率

福井県の三世代世帯数と単独世帯数の推移
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福井県の三世代世帯比率は、全国的に見れば高いものの年々減少。単独世帯が急速に増加。
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年齢階層別　 医療・ 介護・ 健康人口
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外来総数

日本の年齢階層別 医療・介護・健康人口

70歳代後半で71%、80歳代前半では57%が介護・医療を利用しておらず、健康な高齢者が多い。

人数（千人）

年齢（歳）

東京大学政策ビジョン研究センター作成
参考：平成１７年国勢調査、厚生労働省平成１７年患者調査、厚生労働省平成１７年介護給付費実態調査
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福井県の共働き率
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福井県の共働き率は、58.2%で全国第1位（2005年）である。
※共働き率：夫婦のいる一般世帯数に占める共働き世帯数の割合
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出展：国土交通省 ㈱ふるさと回帰総合政策研究所
「平成19年度 地域への人の誘致・移動による市場創出の可能性及び方策に関する調査」

ふるさと回帰者の将来普及率と実践世帯数

従来のＩターン、Ｕターンに加え、都市の本居はそのままに、地方に兼居する「二地域居住」
等のふるさと回帰者が増加。今後も増加すると予測される。

716

545

400

295

232
197

18.1

13.0

9.2

6.7

5.2
4.4

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2008年 2009年 2010年 2012年 2017年 2022年

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

実施世帯数（万世帯）

（年）

普及率（%）



11

主な東アジア諸国のＧＤＰ成長率（１）
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福井県の輸出額の推移

福井県の輸出額は、東アジア向けが年々増加。輸出総額2058億円の3分の2（67.3%の1386億
円）を占める。（2007年）
中でも、中国は東アジア全体の約5割（48%の662億円）を占める。（2007年）
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「物質的な豊かさ」と「心の豊かさ」

物質的豊かさ

心の豊かさ

出典：内閣府「平成20年社会生活に関する世論調査」

今後の生活において、心の豊かさか、物の豊かさかについて聞いたところ、「物質的に豊かに
なったので心の豊かさやゆとりのある生活に重きをおきたい」と答えた者の割合は62.6%。

どちらともいえない
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28.6

7.4
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仕事と余暇の望ましいあり方

仕事・余暇両立

仕事優先

出典：ＮＨＫ「現代日本人の意識構造（第７版）」

仕事と余暇のバランスについて、「仕事・余暇両立」が34.9％で最も支持されている。70年代
に最も多かった「仕事優先」は90年代まで減少を続け、21.4％になった。

余暇絶対

余暇優先

仕事絶対
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家族との触れ合いを大事にする

気の合う仲間たちとの交流を大事にする

趣味やレジャーなどの余暇活動を楽しむ

地域や社会のためにつくす

経済的に豊かになる

自分の好きなように生活する

仕事や学業に打ち込む

学習活動により自分の能力を高める

出典：福井県「県政マーケティング調査（2004年12月）」

福井県民が大切にしたいと思っていること

福井県民が「今後大切にしたいもの」について、約８割が「家族との触れ合い」を挙げており、
「自分の好きなように生活する」などの自己本位の項目は非常に少ない。

（％）
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社会志向と個人志向に関する意識の変化

個人志向

社会志向

出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」

「国や社会のことにもっと目を向けるべきだ」と考えている人の割合が増えている。

一概にいえない
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社会貢献意識の推移

あまり考えていない

社会のために役立ちたいと
思っている

出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」

「社会のために役に立ちたい」と思っている人の割合は増加傾向にある。


